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研究データ基盤：
NII Research Data Cloud

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート
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Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

論文公開 研究データ
機関での研究成果・データを管理・公開
公的資金による研究成果の蓄積と検索

公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

• データ管理基盤から研究成果として、
公開基盤に転送し、DOI付与して公開
（2024年度後半に試験開始）

• 組織内で公開情報を管理、分析する機
能を運用者向けに提供（2024年度前
半から試験開始）

• データ収集装置や解析用計算機とも
連携

• 研究遂行中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利用が可能

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

2017年から開発開始 ⇒ 2021年から運用開始、JC利用は785機関に増加
運用をしやすく、利便性を上げる機能を設計・開発、順次に拡充中

直結

長期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発行サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤
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データ検索基盤

海外の
研究データ
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本日の紹介
• JAIRO Cloudの概要
• 新機能の概要

• GRDM連携機能
• 制限付き公開機能
• OAアシスト機能（2025年

度からの公的資金研究の
即時公開にも対応）
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• クラウド型の共用リポジトリサービス
• 内閣府・文科省によるグリーンOA推進に対応
• 研究成果、研究データの国際的な公開方式に準拠、研究データ共有を推進
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JAIRO Cloudの現状

785機関
785

運用者コミュニティJPCOARと連携しながら
機能の評価・拡張、機関の成果公開サービスに成長

JAIRO Cloud



JAIRO Cloudが提供する機能
• 利用者（一般、研究者）

• 検索機能（簡易、詳細、全文）
• アイテム表示機能
• ファイルダウンロード機能
• エクスポート機能

• 登録者（研究者）
• アイテム登録機能
• 識別子（DOI）採番機能
• 利用統計フィードバック機能

• 管理者（図書館員）
• サイトデザイン機能
• アイテムタイプ管理機能
• アイテム管理機能
• 利用統計機能

• 外部システム（ディスカバリシステム等）
• メタデータ連携機能
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利用者 登録者 管理者

機関リポジトリ構築に必要な機能を提供
（必要とされる機能を順次拡充）

JAIRO Cloud



• 可用性と拡張性の向上
• NetCommons２⇒Invenio３フレームワーク

• メタデータ表現力の向上
• JuNii2⇒JPCOARスキーマ

• ストレージ拡張性の確保
• 限定されたブロックストレージ領域

⇒オブジェクトストレージ領域
• 多様な研究成果の即時公開

• 論文等文献資料の公開
⇒論文・研究データ・ソースコードの公開等
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JAIRO Cloud新機能（開発済）

JAIRO Cloudにとって初めての大規模更新
改善・拡張は継続、引き続きのご支援をお願い致します

JAIRO Cloud



• 外部有識者による品質向上のためのコンサルティング
を実施⇒品質評価・改善策の提案

• 提示内容と実施内容
• バグ対応（分析、テストコード整備）

• ソースコード、開発チケット等を利用した分析を実施
• 重要機能についてコードレビューおよび修正を実施
• 単体テストコードを整備

• 第三者によるテストの実施
• 第三者による総合テストを実施

• リリース判定指標の策定
• JPCOARと連携してリリースプロセスを策定中

• 開発プロセス監視の強化
• 設計レビューのフェーズを強化
• 具体的なテストコードの実装方針、目標を策定
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ソフトウェア品質向上の取組

ソフトウェア品質向上の取組を強化
持続的な取組として改善しながら実践

JAIRO Cloud



• NIIとJPCOARによる共同運営
• 受益者負担モデルによる運用

• 各利用機関からのサービス利用料
（7万～78万2千/年＋ストレージ拡張費）＋不足分はNIIが負担
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JAIRO Cloudの運用

サービス運営やコスト負担を含め
互恵関係で成り立っている共同リポジトリサービス

共同運営

Powered by

利用機関
利用料

JAIRO Cloud
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JAIRO Cloudでの役割

JPCOAR NII

大学等の利用機関

JAIRO Cloud

ソフトウェア開発

サービス開発

サービス運用

セキュリティ保護 リポジトリ連携

ディスカバリ連携

リポジトリ管理 自機関ユーザ管理

自機関ユーザ対応
（利用者、登録者、管理者）

他利用機関支援アクセス管理

利用統計管理

JPCOARスキーマ
開発

利用機関向け
窓口運用 サービス向上

利用機関
情報管理

図書館支援人材育成

研究成果の
流通・公開 JAIRO Cloudの

サービス運用
および

JPCOARと協力して
開発を担当

自機関のリポジトリ管理
を担当

状況に応じて、互恵的な
他利用機関支援を実施

JAIRO Cloudの
サービス窓口を担当

スキーマ開発、
人材育成等も担当
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• 問合せ対応：1次切り分け後、通常問合せはJPCOARが対応
• 窓口支援業者が1次切り分け、通常問合せはJPCOARが対応。緊急時はNII主導で対応を実施

• アクセス制御：リポジトリ管理者が機能、コンテンツへのアクセス制御
• ユーザ認証：統合認証利用時は機関のアカウント管理はリポジトリ管理者が実施。

学認IdP経由（試験提供）の場合は権限管理をリポジトリ管理者が実施
• アクセス制御：アイテム、インデックス単位での公開・非公開制御、時限付き非公開設定、IPア

ドレス空間によるアクセス制御
• セキュリティ対策

• 運用監視およびWeb Application Firewall（WAF)による対応

• BOT対応
• WAF、robots.txtによる対策
• リポジトリ機能としてのアクセスログ記録時にBOT判定を実施。集計の際にBOTアクセス除外

• その他
• クラウドチェックリストの導入にむけて対応開始

15

情報基盤センターの皆様に向けて
JAIRO Cloud

独自ドメイン利用機関を除き、
基本的に図書館単独運用を想定したサービス

今後はGakuNin RDM連携等で
情報基盤センターと図書館の連携増加を予想
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公的資金による研究データ管理・利活用

2021年4 月27 日 内閣府, 統合イノベーション戦略推進会議
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf

公的資金により得られた研究データの
メタデータ検索を実現

新機能：GakuNin RDM連携機能（開発中）

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/9kai/siryo3-1.pdf
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GakuNin RDM連携機能

1)公的資金により得られた
研究データを管理

3) 内容確認後、
メタデータ(場合によりデータも)を公開

Meta
data

Meta
data

Data

4) 公的資金により得られた
研究データが検索可能に2) 成果公開の段階で連携

研究者 図書館員 研究者

新機能︓GakuNin RDM連携機能（開発中）
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新機能：GakuNin RDM連携機能（開発中）
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GakuNin RDM連携機能

1)公的資金により得られた
研究データを管理

3) 内容確認後、
メタデータ(場合によりデータも)を公開

Meta
data

Meta
data

Data

4) 公的資金により得られた
研究データが検索可能に2) 成果公開の段階で連携

研究者 図書館員 研究者

公的資金に関する研究データの検索機能を足掛かりに
研究者によるセルフアーカイブを推進

GakuNin RDM連携機能（開発中）
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動作イメージ
①プロジェクトを
リポジトリのインデックスと接続

②ファイルのメタデータを登録

③ドラッグ＆ドロップ操作でファ
イルをインデックスに登録

④非公開アイテムとして登録、
確認後公開

本機能を利用頂ける機関様と協同で機能改良を実施予定
興味をお持ちの機関様は是非お声がけください

新機能：GakuNin RDM連携機能（開発中）
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研究データ基盤：
NII Research Data Cloud

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

論文公開 研究データ
機関での研究成果・データを管理・公開
公的資金による研究成果の蓄積と検索

公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

• データ管理基盤から研究成果として、
公開基盤に転送し、DOI付与して公開
（2024年度後半に試験開始）

• 組織内で公開情報を管理、分析する機
能を運用者向けに提供（2024年度前
半から試験開始）

• データ収集装置や解析用計算機とも
連携

• 研究遂行中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利用が可能

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

2017年から開発開始 ⇒ 2021年から運用開始、利用は785機関に増加
運用をしやすく、利便性を上げる機能を設計・開発、順次に拡充中

直結

長期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発行サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤

本日の紹介
• JAIRO Cloudの概要
• 新機能の概要

• GRDM連携機能
• 制限付き公開機能
• OAアシスト機能（2025年

度からの公的資金研究の
即時公開にも対応）
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JAIRO Cloudのファイル公開方法

想定される公開・共有のパターン

メタデータ 公開 共有 非共有
非公開

研究データ
本体 公開 共有 非共有

非公開 共有 非共有
非公開

非共有
非公開

JAIRO Cloudが対象とする範囲（水色背景）

JAIRO Cloudの原則は研究成果へのオープンアクセス
オープン・アンド・クローズ戦略（制限公開）にも対応

新機能︓制限付き公開機能（開発中）

ユースケース︓
1. 研究成果として論文をだす ⇒ JCで公開
2. 論文に付随するデータとして一部公開する ⇒ JCで公開
3. データ管理基盤GRDMで共同管理したデータの一部を公開する 

⇒ JCで公開・制限付き公開
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JAIRO Cloudのファイル公開方法

想定される公開・共有のパターン

メタデータ 公開 共有 非共有
非公開

研究データ
本体 公開 共有 非共有

非公開 共有 非共有
非公開

非共有
非公開

JAIRO Cloudが対象とする範囲（水色背景）

JAIRO Cloudの原則は研究成果へのオープンアクセス
オープン・アンド・クローズ戦略（制限公開）にも対応

ユースケース：
1. 研究成果として論文をだす ⇒ JCで公開
2. 論文に付随するデータとして一部公開する ⇒ JCで公開
3. データ管理基盤GRDMで共同管理したデータの一部を公開する 

⇒ JCで公開・制限付き公開

新機能︓制限付き公開機能（開発中）
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新しいファイル公開方法

研究データ共有のユースケース

・論文のエビデンスデータを共有したい
・投稿中の論文のエビデンスデータを

非公開のまま査読者と共有したい
→シークレットURLによる共有

・研究協力者内で研究データを共有したい
・書誌情報の公開はしたいが、研究協力者など特定の

メンバーのみアクセスできるようにしたい
→メンバー限定公開

研究者のニーズに対応した制限公開手法を提供
⇒多様な研究公開に対応することで研究成果公開を促進

新機能：制限付き公開機能（開発中）
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今後の予定

• 来年度より、実験参加機関で以下機能を試験
的に運用します
• シークレットURLによる共有
• メンバー限定公開
→実証実験参加機関を募集しています

• 利用申請フォーム、承認を伴う制限公開機能
も実証実験中です
→関心のある方は、ご連絡ください

39

本機能を利用頂ける機関様と協同で機能改良を実施予定
興味をお持ちの機関様は是非お声がけください

新機能︓制限付き公開機能（開発中）
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研究データ基盤︓
NII Research Data Cloud

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情
報と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

論文公開 研究データ
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検索・利用

• データ管理基盤から研究成果として、
公開基盤に転送し、DOI付与して公開
（2024年度後半に試験開始）

• 組織内で公開情報を管理、分析する機
能を運用者向けに提供（2024年度前
半から試験開始）

• データ収集装置や解析用計算機とも
連携

• 研究遂行中の研究データなどを共同
研究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続し
た利用が可能
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計算機

データ管理基盤

2017年から開発開始 ⇒ 2021年から運用開始、利用は785機関に増加
運用をしやすく、利便性を上げる機能を設計・開発、順次に拡充中

直結

長期保存対応
ストレージ領域
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外部ID発行サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤

本日の紹介
• JAIRO Cloudの概要
• 新機能の概要

• GRDM連携機能
• 制限付き公開機能
• OAアシスト機能（2025年

度からの公的資金研究の
即時公開にも対応）
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OAアシスト機能の開発の背景

✔ IR運用800機関の大半は労力を要するグリーンOA対応が困難

✔ グリーンOA推進のためにはシステムによる省力化が必要

IR
総
数

→ 所属研究者に対する論文本文の提供依頼

新機能：OAアシスト機能（開発中）
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ワークフローの省力化

✔グリーンOAワークフローの大部分を半自動化

✔調査を要するメタデータ・ポリシー確認の半自動化の省力化効果大

機関名検索

メタデータ確認

ポリシー確認

データ登録

本文提供依頼

進捗確認

ワークフロー

従来よりもグリーンOAが容易に

新機能︓OAアシスト機能（開発中）
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ユーザーインターフェイス

✔ 所属研究者の新着論文情報＋各種情報をアイテム単位で表示

✔ OAの進捗をダッシュボードで可視化

新機能︓OAアシスト機能（開発中）
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今後の予定

✔ 来年度中のデプロイ（スモールスタート）を予定

✔ 助成論文のOA義務化に対応するための助成情報拡充を予定

⑬グラフ⑫データ

⑧本文

①所属機関名

②論文情報
②OA情報
②助成情報
②筆頭著者情報 研究者③リスト

⑥リスト

⑨リスト

⑩リスト

⑦メール

⑪本文

⑤ポリシーページURL 

④ISSN

Policy DB

ダッシュボード

リスト

UMS

IR

IRスタッフ

新機能︓OAアシスト機能（開発中）



論文だけでなく、論文に付随するデータも公開できる機関
リポジトリへ

1. 研究データの共有を可能とする公開機能
• 研究者によるセルフアーカイブを推進する

「GakuNin RDM連携」
• 研究データの制限付き公開を可能にする

「制限付き公開」
2. オープンアクセス義務化を視野に、

登録を省力化する機能
• 機関の論文数をアップ、登録を簡易化

「OAアシスト機能」

46

公開基盤は「JAIRO Cloud」を中心に
オープンサイエンスを推進します

JAIRO Cloud - まとめ



参考情報

• JAIRO Cloudに関するお問い合わせ
• https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/page/42

• 制限公開機能の実証実験参加など、
お問い合わせ
• wekosoftware@nii.ac.jp
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